
 

  
 
  
 

－頑張った６７名の入谷っ子！「芸術の秋を満喫」－ 

  

学芸会に向けて，先月の校長室だよりに掲載した「継続は力なり」   

という言葉とその意味。子供たちは，「めあてを達成するためには，続けること 

が大切である」ことを意識し，それぞれの思い出を残した学芸会が終わりました。 

今年度の児童会スローガン「みんなで力を合わせて，心を一つに入谷っ子」が 

全校児童６７名の子供たち自身の目標でした。 

劇では「台本読み ⇒ 役決め・・・⇒ 練習 ⇒ 児童公開⇒ 一般公開」のな 

かで，一人一人の子供が，役そのものになりきっていく様子，学年の心が一つに 

なっていく様子が，はっきりと感じられました。 

そして，上級生の演技をみる下級生には，あこがれと自分自身のこれからの成 

長への期待が感じられました。また一つ「入谷っ子の力」をみることができまし 

た。学校行事は，「学習」ですので，その過程が重要であり，最終的に充実感を 

子供たちが十分に味わえることが目的です。 

 学芸会当日，多くのご来賓，地域の方々，そしてご家族の皆様に来校していた 

だき，励ましや褒めていただいたことが，大きな拍手から感じ取ることができま 

した。 

 私からも，お返しに，「三つの拍手」を送りたいと思います。 

 一つめ，感謝の拍手。これまで指導してくださった先生方，心から励ましてい 

ただいたご来賓，地域の方々，ご家族の皆様に『ありがとう』の気持ちを込めて。 

 二つは，ねぎらいの拍手。学芸会に向けて，これまで準備に力を尽くした全て 

の人たちに『ごくろうさま』の気持ちを込めて。 

 最後は，ご褒美の拍手。今まで一生懸命練習してきた自分に，友達に『頑張っ 

たね』の気持ちを込めて。 

－「スポーツの秋に向けて」－ 

 来週は，持久走大会です。自己ベストと完走を目指すと同時に， 

友達への声援を通して，入谷っ子の更なる「心の絆」を深める行事 

であってほしいと願っています。 

 

学校教育目標 ：夢に向かって，主体的に学び，心豊かでたくましく生きる児童の育成 

目指す児童像  : 《 －かしこく－ －たくましく－ －やさしく－ 》 

☆いつも まなぼうとする子 ☆りりしく たくましい子  ☆やさしく たすけあう子 

２０１９年１１月１日 

Ｎｏ．８ 

TEL ４６－２６５５ 

FAX ４６－２６５４ 

心も体も元気な子どもを育成するために 家族みんなではやね・はやおき・あさごはんを実践しよう!! 

入谷小校長室だより 

文責：校長 髙橋 有 



   《１０月の職員会議で教職員に提示したことばです！》 
  

  

のことば・・・ 

『自分で自分をほめたい』（有森裕子） 

 １９９６年アトランタオリンピックの女子マラソン第３位で 

ゴールした有森裕子選手（1966年～）が「はじめて自分で自分 

をほめたいと思います」と語り，この言葉は同年の流行語大賞 

にも選ばれている。 

有森選手は，第２位となった前回のバルセロナオリンピック以降，

自分と周囲の関係者との考えのギャップに悩み，体は故障が続いて両

足かかとの手術も行った。心と体を立て直して復帰したのは，３年後

のオリンピック選考レース北海道マラソンとなり，翌年のアトランタ

オリンピックで走った。この言葉は，限界を超えてもてる力以上の力

を出し尽くした思いを言い表した名言と言える。 
  ご家庭においても，持久走大会を前に，お子さんがどんな目標を掲げて
いるかを確認してみてください。その目標に向かって力を出し切れるよ
う励ますことで，さらに“未知なる子供の力”が沸いてくると思いま
す。お子さんが目標に向かい努力し，振り返ったときに「自分をほめた
い」と言えるような頑張りを促す言葉として活用していきたいですね。 

 

－体験活動を通して，いろいろな課題をもち調べてみよう！－ 

 
 【紹介】これから旬を迎える鮭について～私が疑問に思って調べたこと･･・～ 

【サケの一生】 

 サケは川で生まれ，海で大きくなり，川に戻って子孫  

を残し，その一生を終わることはよく知られています。      

サケは，上流のきれいな川底に１尾で約 3,000 粒の卵を   

産みます。そのうち約 100 尾が幼生期を生き延び，群を  

なして川を下り，海へと移動します。海ではプランクト   

ン，イカ，小魚を餌として３～5 年後に成長して約 8 割   

が生まれ育った川に帰ってくるそうです。         

【サケはどうして生まれ育った川に帰ってくるのか？】 

川には異なる化学物質の組み合わせによって生じる特別のにおいを持ってい

るとのことです。いろいろな実験をした結果，サケはそのにおいを頼りに帰っ

てくることが分かったそうです。しかし，何千キロと遠く離れた大海原から，

このような僅かなにおいだけで間違いなく自分の川に近づくことができるので

しょうか。これには，いろいろな説があって，まだはっきり分かっていないそ

うです。    

 このように自然にはまだまだ楽しい謎がたくさんあります。入谷小学校は，

自然に囲まれた学校で，様々な体験活動を実施しています。その体験の中で，

疑問に思ったことに対し，自ら進んで調べてみることは，とても大切な学習で

あることを伝えていきたいと思います。 
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